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研究成果の概要（和文）：「八雲研究」で蓄積してきた認知機能・筋運動系機能・循環動態・遺伝子情報などの
長期縦断研究資料を基盤として、個人特性を反映させながら、高次脳機能の加齢による低下を簡単に検知する手
法の確立と、それを鈍化させるための介入プロフラムの開発を目指した。
　最近3年間取り組んだのは、整形外科、泌尿器科班等の資料を関連させ、回帰係数を指標とし縦断的に解析
し、加齢による影響を最も敏感に検出する手段の検討を行った。中高齢者では運動機能や循環動態と前頭葉に関
連が確認でき、加齢変化の検知ではD-CAT検査の有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We aimed to establish an easy detection method for the decline of higher 
brain function due to aging, based on long-term longitudinal Yakumo Study. The accumulated data 
consisted of various research fields such as cognitive function, physical motor function, 
circulatory dynamics, and genetic information. We also aimed to develop an intervention program to 
slow down the age-related decline. 
For the last three years, we worked on methods to detect the effects of aging sensitively. We 
analyzed the longitudinal data using the regression coefficient as an index. For the upper-middle 
aged people, the relationships 1) between physical motor function and the prefrontal cortex 
cognitive function, and 2) the relationships between circulatory dynamics and the prefrontal 
function were confirmed. These studies also suggest that the D-CAT test is regarded as a highly 
reliable and effective method in detecting age-related changes.

研究分野： 神経心理学

キーワード： 縦断研究　加齢　実行系機能　運動機能　認知機能　運動習慣
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義:　①19年間に渡り認知機能検査を実施でき、約8,000人の中高年の注意、記憶、言語、空間機能など
について資料を収集、②縦断的資料を蓄積できたこと、③中高年の認知機能資料と生活・食習慣、整形外科、泌
尿器科、遺伝子班などとの学際的検討が可能となったことが挙げられる。
社会的意義：研究フィールドの自治体への結果のフィードバックは毎年説明会を実施しており、社会的還元は行
っている。研究成果の社会一般への還元は今後の課題と考えており、中高年者の認知機能や身体機能を維持する
方法の具体や機能低下の簡易なチェック方法の提案を課題と考えている。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  

1982 年から北海道八雲町で名古屋大学予防医学教室による検診スタッフ、八雲町保健福
祉課、住民代表によって町民検診が内科、生化学および予防医学の研究者で開始され脳血管
障害や癌が主な研究対象とした。しかし町民検診の医療相談は腰痛・関節痛・頻尿なども少
なくなかった。このため 1989 年には泌尿器科 1990 年整形外科が検診科目になった。さら
に 2001 年から申請者が組織した神経心理班、耳鼻科は 2005 年、眼科は 2006 年に検診科
目に参加するようになった。このように、八雲検診は日本でユニークな住民検診として内科、
泌尿器科、整形外科、認知機能、耳鼻科、眼科を毎年実施している。申請者は神経心理班を
組織し、2001 年から高次脳機能の測定評価を担当してきた。縦断的資料の収集を企図して、
住民検診の使用可能な検査バッテリを開発し、今日まで注意、記憶、言語機能の測定は同一
のプロトコールで実施いている。研究開始当初は高次脳機能の縦断的資料の収集は行われ
ていない。また、例えば、筋運動機能と高次脳機能との関連、嗅覚機能と高次脳機能との関
連、尿もれと高次脳機能との関連など学際的検討は国内外でも極めて少ない状況にあった。 
 
２．研究の目的 
これまで 2001 年から八雲研究で蓄積してきた認知機能・筋運動系機能・循環動態・遺伝
子情報などの 長期縦断研究資料を基盤として、個人特性を反映させながら、高次脳機
能の加齢による低下を簡単に検知する手法の確立と、それを鈍化させるための介入プロ
フラムの開発を目指した。最近 3 年間集中的に取り組んだのは、整形外科、泌尿器科班等
の資料を関連させ、回帰係数を指標とし縦断的に解析し、加齢による影響を最も敏感に検出
する手段の検討である。 
 
３．研究の方法 
①八雲検診で繰り返しの実施に耐える検査バッテリ、すなわち、対象者の動機付け、学習効
果、所要時間、データの電子化の可否、経済性などの諸要件を満たす検査バッテリ（15－20
分／1 人）（NU-CAB: Nagoya University Neuropsychological Cognitive Assessment Battery）
により、縦断的資料の蓄積を行った。 
②さらにこれまでに蓄積した NU-CAB データの解析を回帰係数を指標とし縦断的に解析
し、注意・記憶・言語の高次脳機能指標と運動機能、尿失禁、嗅覚機能などとの比較を行っ
た。 
 
４．研究成果 
研究結果は Yakumo study として多数の論文報告をしている。Yakumo study によって高次
脳機能は運動機能や感覚機能ともに密接に関連していることを解明してきた。とりわけ、中
高齢者では運動機能や循環動態と前頭葉に関連が確認でき、加齢変化の検知には D-
CAT 検査の有効性が示唆された。19 年間に渡り高次脳機能検査を実施でき、約 8,000
人の中高年について資料を収集、縦断的資料を蓄積できたこと、中高年の認知機能資料と
生活・食習慣、整形外科、泌 尿器科、遺伝子班などとの学際的検討が可能となったこ
とが挙げられる。研究フィールドの自治体への結果のフィードバックは毎年説
明会を実施しており、社会的還元を行っている。研究成果の社会一般への還元は今後の課題
と考えており、中高年者の認知機能や身体機能を維持する方法の具体や機能低下の簡易な



チェック方法の提案を課題と考えている。研究成果の具体は一覧表で示す。 
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